
■自己紹介 

高校から白百合に入学し、2013 年に卒業しました。現在台湾を拠点に、テレビ番組制作や

司会業、旅行業、通訳業などに携わっています。 

台湾を拠点に、日本を紹介する旅行番組の制作や自治体のプロモーション動画制作に携わ

っています。また、旅行業や通訳業務、テレビ番組やイベントの司会なども行っています。 

中国語と日本語の両方を活かしながら、日本と台湾をつなぐ仕事に取り組んでいます。 

高校時代の国際理解教育やオーケストラ、生徒会活動を通して培った経験は、現在のお仕事

にも大きく生かされています。 

 

■白百合での思い出・学校生活  

《在学中に特に印象に残っている授業や行事はございますか。》  

 

特に印象に残っているのは、フィリピンへのボランティアツアーです。 

実際に海外を訪れた経験が、「もっと世界を見てみたい」という気持ちにつながり、現在海

外で活動する原点になっています。 

また、国際理解の授業では、世界の課題や異なる文化について学びました。 

「日本では当たり前に思えることも、世界では当たり前ではない」 

という視点を持つことができたことが、今の仕事にも大きく役立っています。 

 

《部活動や学校生活の中で心に残っている経験はございますか。》 

 

オーケストラでの活動は、今の仕事に大きくつながっています。 

演奏だけでなく、演奏会の企画や運営、後輩指導など、多くの役割を経験しました。 

ステージ進行や音響、運営計画などを生徒主体で考える機会が多く、現在の番組制作やイベ

ント運営にもその経験が生かされています。 

また、生徒会活動にも積極的に参加し、人前で話す経験や企画を進める力を身につけました。 

 

■白百合で学んだこと  

《在学中に培った価値観や学びが、現在のお仕事や活動にどのように生かされています 

か。》 

白百合では、国際的な視野だけでなく、礼儀やマナーの大切さも学びました。 

当時は厳しいと感じることもありましたが、社会に出た今、その意味を実感しています。 

また、生徒主体で挑戦できる機会が多かったことで、「まずやってみよう」という姿勢が自

然と身につきました。 

現在、会社経営や番組制作などさまざまな仕事に挑戦できているのも、高校時代の経験が土

台になっていると感じています。 



■ 現在のご活動について  

《現在のお仕事や活動を選ばれたきっかけを教えてください。》 

大学時代に台湾へ留学したことが大きな転機でした。 

現地でテレビ業界とのご縁が生まれ、番組制作の仕事に携わるようになりました。 

その後、日本と台湾をつなぐ仕事を続けながら独立し、現在は台湾で会社を経営しています。 

振り返ると、海外へ目を向けるきっかけも、人前で話す力や企画する力を育ててくれたのも

白百合でした。 

白百合での経験がなければ、今の仕事にはつながっていなかったと思います。 

 

■在校生・受験生へのメッセージ 

 

白百合は、規律を大切にしながらも、生徒一人ひとりにさまざまな挑戦の機会を与えてくれ

る学校です。 

国際教育や音楽活動、生徒会活動など、自分の興味や得意なことを伸ばせる環境があります。 

私自身、高校から入学したため最初は不安もありましたが、多くの経験を通して視野が広が

り、自分の可能性を見つけることができました。 

ぜひ積極的にさまざまなことに挑戦し、自分らしい学校生活を送ってほしいと思います。 

 


